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にある。具体的には、保護者を対象とした意識調査 ( 斎藤 , 2002 4)；松本・宮宅・澤
津 , 20145) ) があり , 松本ら (2014) 6) は質問紙調査によって、対象者である 9 割の保護
者が男性保育者の存在に賛成していること、また、「男性保育者がもっと増えてほし
い」といった期待が自由記述に綴られていたことを報告している。さらに、卒業生を
対象とした意識調査 ( 長田 , 1997 7)；氏家・松本・戸田 , 2013 8)；安井 , 2013 9) ) におい




に加え、女性・男性保育者を対象とした意識調査 ( 斎藤・木下・仲山ら , 1998 11)；斎









え、男性保育者に対するイメージに関する研究 ( 中田 , 2004)18) や保育職の継続をめぐ
る男性の思いや葛藤を中心にし、男性保育者をめざした学生の現在に関する研究 ( 富
田・小野 , 2011a19)；2012b20) ) などがある。
　このように、男性保育者に対する意識に関する研究は様々な対象から実施されて
















　男性保育者の早期離職の主な要因について、斎藤ら (2008) 22) は主に低賃金と職場内
の人間関係、女性の仕事であるというイメージの 3 点であることを報告している。ま












ことである。そして、松本ら (2012) 25) は「保育者養成校は男子学生の保育者志望の時
期や志望動機の質、離職との関係も視野に入れて総合的に指導していく必要がある」
と述べている。
　男性保育者の離職に関する研究として、富田ら (2011) 26) は過去に保育所や幼稚園で
働いた経験がある卒業生に質問調査を行った。その結果、数名という退職者のデータ
ではあるものの、経済的な理由などから 1 から 3 年以内に早期離職していることを報
告している。また、働く意思があっても契約切れによる就労継続の断念という退職が
存在することを報告している。一方、氏家ら (2013) 27) は保育者養成校の卒業生（卒業
後 5 年未満の者）であり保育所または幼稚園を実際に退職した者を若干名ではあるが
その対象とし、就労期間や退職理由、現在の仕事とその満足度を調査した。その結果、















　ここで特筆すべき点は、男性保育者研究としてわずか 2 件のみ該当したが ( 富田








の意識を比較した男性保育者研究は数少ない。さらに、斎藤ら (2008) 32) は女性保育者
が男性保育者に対して肯定的な意識を抱いていると述べているが、この結果は他の先
行研究においても同様の傾向が示されている点に着目する。現在、幼稚園や保育所に
働く女性保育者は全体の 9 割を占めているが、斎藤ら (2008) 33) の調査結果を踏まえ女
性保育者が男性保育者に対して肯定的な意識を抱いているとの前提のもと、幼稚園や
保育所等における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男女比について明らかに
する。これによって、男性保育者に対する positive または negative な意識をより一
歩深く明らかにすることができると考えられる。その論拠として、第 1 に、幼稚園や
保育所における保育者の理想的な男女比の意識について明らかにされた調査がないこ
と、第 2 に、男性保育者が必要であるという positive な意識には質の違いがあると考
えられるからである。つまり、男性保育者が保育現場で意識的に必要であるとされて
いたとしても、大げさに言えば 5 対 5 までの必要性を感じられているとは限らないか


















① 調査対象：関東近県の保育者養成校学生と保育士である。専門学校生 50 名（男
性 1 名、女性 49 名）・短期大学生 146 名（男性 5 名、女性 141 名）・大学生 138 名
（男性 44 名、女性 94 名）、保育士 77 名（男性 5 名、女性 72 名）の合計 430 名に
質問紙を配布・回収した。合計 411 名（男性 55 名、女性 360 名：回収率 96％）。















育者イメージ 66 項目について、男女保育者におけるイメージを 5 段階評定で求めた。
質問紙 18 番目 66 の問は保育者に対するイメージを男女に分けて調査をした。調査内
容は本多・小林・櫻井ら (2007) 34)「保育現場において認識されている男性保育者の特























ついて（表 2）、全体的に有意な差が見られた（χ2 =53.70, df =21, p<.001）。「男性 0＋
女性 10 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高く、短大生の意識の割合が有
意に低かった。「男性 1＋女性 9 割」と「男性 2＋女性 8 割」では、所属の関係性に有
意な差は見られなかった。「男性 3 割＋女性 7 割」では、保育者の意識の割合が有意
⾲ 1 ⏨ᛶಖ⫱⪅ࡢᚲせᛶ࡟㛵ࡍࡿព㆑ࡢ๭ྜࡢẚ㍑㸦n㸻352㸧 
 
Ȯ2=57.25, df =12, p<.001 
ᑓ㛛Ꮫᰯ⏕ ▷኱⏕ ኱Ꮫ⏕ ಖ⫱⪅
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ㄪᩚ῭ṧᕪ -0.4 -0.8 -0.6 2.0
࡝ࡕࡽ࠿࡜࠸࠼ࡤᚲせ   2.2%(1)   14.9%(21)    7.4%(7)   1.4%(1)
ㄪᩚ῭ṧᕪ -1.6 3.5 -0.4 -2.4
࡝ࡕࡽ࡜ࡶ࠸࠼࡞࠸ 33.3%(15)   15.6%(22)    6.4%(6)    4.2%(3)
ㄪᩚ῭ṧᕪ 4.3 1.2 -2.2 -2.5
࠸ࡿࡇ࡜ࡀᮃࡲࡋ࠸ 57.8%(26)   61.7%(87)  68.1%(64)  59.7%(43)
ㄪᩚ῭ṧᕪ -0.7 -0.3 -1.3 -0.5
ᚲࡎᚲせ  6.7%(3)    7.8%(11)  18.1%(17)  33.3%(24)
ㄪᩚ῭ṧᕪ -1.8 -3.3 0.8 4.6










に高かった。「男性 4 割＋女性 6 割」では、所属の関係性に有意な差は見られなかっ







比の割合について（表 3）、全体的に有意な差が見られた（χ2 =45.01, df =21, p<.001）。
その結果、「男性 0＋女性 10 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高かった。
「男性 1＋女性 9 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高く、大学生の意識の
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Ȯ2=53.70, df =21, p<.001 
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⏨ᛶ0+ዪᛶ10๭ 11.1%(5)    0.0%(0)    1.1%(1)   0.0%(0)
ㄪᩚ῭ṧᕪ 5.1 -2.0 -0.5 -1.3
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ࢃ࠿ࡽ࡞࠸   4.4%(2)    0.7%(1)    4.5%(4)   4.3%(3)
ㄪᩚ῭ṧᕪ 0.7 -2.0 1.0 0.8
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ㄪᩚ῭ṧᕪ 2.7 -0.4 -0.5 -1.2
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割合が有意に低かった。「男性 2＋女性 8 割」と「男性 3＋女性 7 割」では、所属の関
係性に有意な差は見られなかった。「男性 4 割＋女性 6 割」では、大学生の意識の割










因子負荷量が .40 を下回る項目や .40 以上であっても他の因子への負荷量が .30 以上
の項目を削除して再度分析を行い、前述の基準を満たすようになるまで因子分析を繰
り返した。その結果、32 項目 3 因子構造が妥当であると判断した。表 4 にプロマッ
クス回転後の因子パターン、Cronbach のα係数を示した。第 1 因子は 16 項目から
なる。「ボール遊びやゲームなど、子どもと一緒に遊ぶ時間を持とうとする」「いつも
何か刺激的なことを求めている」のように、活動的な特徴を示していることから「活
動性」と命名した。第 2 因子は 12 項目からなる。「細やかな気配りができる」「掃除
が行き届いて出来る」のように、周囲に気を配ることができるという特徴を示してい



































39㸬ྠ൉ࡸୖྖ࡜༠ຊࡋ࡚௙஦ࡀฟ᮶ࡿ .57 .15 .12
59㸬࠸ࡘࡶఱ࠿่⃭ⓗ࡞ࡇ࡜ࢆồࡵ࡚࠸ࡿ .56 -.15 -.10







30㸬ࣃࢯࢥࣥ࡞࡝ࡢOAᶵჾࡢྲྀᢅ࠸ࡀᚓព࡛࠶ࡿ .49 .05 .05
27㸬ಖ⫱ࡢ◊ಟࡸ◊✲࡟ពḧⓗ࡟ྲྀࡾ⤌ࡴࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ .49 .25 .00
ᅉᏊϩǂ )
16㸬⣽ࡸ࠿࡞Ẽ㓄ࡾࡀ࡛ࡁࡿ -.16 .77 -.06
29㸬ࢃ࠿ࡾࡸࡍࡃ୎ᑀ࡟ಖ⫱グ㘓ࢆ࡜ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ -.15 .69 .05
15㸬ᅬᗞ࡞࡝࡛᳜≀ࡢ᱂ᇵࡀ࡛ࡁࡿ .00 .65 -.05
26㸬㟼࠿࡞㐟ࡧࢆᏊ࡝ࡶ࡜ᴦࡋࡴࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ -.08 .65 -.06
37㸬ಖㆤ⪅࡟⫱ඣ࡟ࡘ࠸࡚➼ࡢ࢔ࢻࣂ࢖ࢫࡀฟ᮶ࡿ -.02 .65 -.04
33㸬ᤲ㝖ࡀ⾜ࡁᒆ࠸࡚ฟ᮶ࡿ -.06 .62 .14
38㸬㣗⫱࡟ࡘ࠸࡚ṇࡋࡃᣦᑟฟ᮶ࡿ .12 .59 .11
14㸬Ꮚ࡝ࡶࡢᚰࡢኚ໬࡟Ẽ࡙ࡁࡸࡍ࠸ -.02 .59 -.11
20㸬ື≀ࡢ㣫⫱࡟ຊࢆⓎ᥹ࡍࡿ .12 .54 .03
18㸬࠶࠸ࡉࡘࡸ࣐ࢼ࣮࡞࡝ࡢࡋࡘࡅࡀᚓព࡛࠶ࡿ .05 .52 .00
35㸬ḷࡸ㡢ᴦࡢᣦᑟࡀฟ᮶ࡿ .26 .44 -.03
60㸬ࡇࡘࡇࡘ≀஦ࢆࡍࡍࡵࡿ .12 .40 -.16
ᅉᏊ䊢㻔ǂ )
66㸬ఱ᎘࡞ࡇ࡜ࡀ࠶ࡗࡓࡽࠊࡍࡄ࡟ඖẼࡀ࡞ࡃ࡞ࡿ .02 .04 .70
65㸬௚ேࡢゝືࢆ࠸ࡘࡶẼ࡟ࡍࡿഴྥࡀ࠶ࡿ .09 -.13 .70
61㸬ேࡀ⮬ศࢆㄆࡵ࡚ࡃࢀ࡞࠸࡜୙Ᏻ࡟ឤࡌࡿ -.10 -.10 .66
63㸬᎘࠸࡞ே࡜୍⥴࡟௙஦ࢆࡍࡿࡇ࡜ࡣⱞᡭ࡛࠶ࡿ -.18 .07 .61
ᅉᏊ㛫┦㛵 䊠 䊡 䊢



















の理想的な保育者の男女比は「男性 5 割 + 女性 5 割」とフラットではなく、高い割
合で「男性 2 割 + 女性 8 割」や「男性 3 割 + 女性 7 割」と低く意識している。これ




















比は、「男性 2 割 + 女性 8 割」から「男性 1 割 + 女性 9 割」「男性 3 割 + 女性 7 割」
－ 13 －
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保育者の男女比は、女子専門学校生の意識と同様に「男性 2 割 + 女性 8 割」、「男性 3






















と考えられる。特に、大学生においては、他と比較して唯一「男性 4 割 + 女性 6 割」
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An Opinion Poll Regarding the Requirement for Male 
Nursery School Staff and the Ideal Male-to-Female Ratio 
among Nursery School Staff 
Focusing on the Mainly University Students who Wanted to Work 
at Nursery Schools and Female Nursery School Teachers
Daiki  Toda      Kayoko  Matsumoto
Hiroko  Ujiie    Yukiko  Araki
Shiori  Iizuka    Kenji  Takahashi
In the present study, we conducted an opinion poll regarding the requirement for male 
nursery school staff and the ideal male-to-female ratio among nursery school staff. The aim 
was…to…obtain…basic…materials…to…contribute…to…the…education…of…nursery…school…staff.…Results…of…
the questionnaire showed that on the whole, there was a requirement for male nursery school 
staff,…with…approximately…63%…of…respondents…stating…that…“it…would…be…nice…if…they…were…here”. 
In addition, the ideal nursery school staff male-to-female ratio was low; the main responses 
were “20%…men,…80%…women” and “30%…men…and…70%…women”. Furthermore, a factor 
analysis was performed regarding the image of male nursery school staff. The three factors 
observed…were…activity,…consideration…and…delicate.…This…also…suggests…the…fact…that…the…presence…
of a direct connection to male nursery school staff and male students affects the proportion of 
awareness of the male-to-female ratio.
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保育・教育課程における領域「健康」の指導展開
―園外活動場面の保育に着目して―


































































　平成 29 年 4 月～ 6 月
②　調査対象





















● 4 月 21 日：お散歩時にみられた不安や葛藤






































● 5 月 12 日（金）: 迷路の冒険
　近くのグラウンドへお散歩に行き、緑のネットで迷路を作り遊んでいたところ、






































● 5 月 15 日：あそびの展開と“おみやげ”
　近くの広場にやってきた一同。下に降りる階段へ向かう子どもと、自動販売機
に向かう子ども、広場にそのまま地面に座っている子どもがいる。階段を降りら
れないことがわかった A ちゃん、B ちゃん、C ちゃん、D ちゃんは、自動販売































● 5 月 16 日：歩く、そして走る、体を動かす楽しさを伝えたい。
　この日はみんなでお散歩に行った後、3 歳児になる幼児とは別行動となり、2




























● 5 月 9 日：しっぽ取りゲーム
　天気が良かったこの日は、グラウンドでしっぽ取りゲームやボール遊びをした。
2 歳児 A ちゃんは、はじめはしっぽ取りゲームのルールを理解していないよう
であったが、しっぽを嫌がることなく、お友達や保育者のしっぽを追いかけ、伸
び伸びと走る様子が見られた。また、A ちゃんが走ってしっぽを追いかけるこ

























　本研究は、0 ～ 2 歳児の合同クラスにおける保育士が園外活動場面において保育内
容「健康」のねらいを達成するためにどのような意図をもって保育しているかに
ついて、記述内容を考察した。その結果、保育者は「ねらい」と「内容」、「配慮































Instruction Development of  “Health” Area in the Course 
of Study of Early Childhood Education and Care
— Focus on Childcare with Extracurricular Activities —
Kenji TAKAHASHI, Daiki TODA
This… study…utilizes…written…descriptions… from…example… cases… to… reveal…how…childcare…




whom they are engaged. Moreover, through their choice of words and actions the providers 
respect and encourage each child’s independence in an entirely natural manner. These findings 
show that during this process the childcare providers consider various risk factors and shape 
the…environment…to…enable…children…to…participate…in…activities…without…anxiety.
－ 29 －




































































































































　体験的素材考察活動は、A. 紙についての振り返り、B. 紙製品の想起、C. 紙の性質
についての分析、D. 紙を使用した活動のイメージ、E. 全体の振り返り、の 5 段階か

















































































































































　A. 紙についての振り返り、B. 紙製品の想起、C. 紙の性質についての分析、D. 紙
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A Practical Study on Teaching Method for Infants’ 
Formative Activity Using Paper Material: 
Based on Learning Activities through Experiential Consideration
Hidekazu HORITATE
The purpose of this study is to propose “experiential…material…consideration…activities,” in 
which learners consider formative materials, and to practice it in class and to verify its effect. 





expression)”. The descriptions of worksheets reveals that “experiential…material…consideration…
activities”…gives…students…an…opportunity…to…notice,…consider…and…experience…so…that… learners…






















ている。」（野波 2011）保育所においては 2008 年に戦後はじめて告示化され、国によ
る指針文書となった。平成 29 年告示の次期保育所保育指針では、大きく 4 つの課題









　近年「保育の質」については、OECD（Organization for Economic Cooperation 
and Development）が生涯学習のスタート起点として幼児教育・保育の基盤整備に関
心を向けた。そこでのキーワードは「Quality <質>」であり、2001 年の OECD 報告
－ 44 －
日本の幼児教育・保育の音楽劇に関する研究（1）
書（OECD, Starting Strong, 2001）の中で、質の高い幼児教育・保育を実現するため
の「8 つの政策原理」を導き出している。（泉 2008）質の高い乳幼児期の教育とケア


































年から 2015 年まで継続して筆者が行った 59 園の私立幼稚園に対する音楽劇につい
ての質問紙からは、全体の 98%の幼稚園が音楽劇を行っていたことが分かっている。
また音楽劇を行う年齢については、年長クラスのみが 88%を占めており、年に 1 回





































　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針における 0.1.2 歳の保育については、冒頭で
































・実施期間　　平成 27 年 11 月から平成 30 年 3 月まで継続予定
・参与観察　　平成 27 年 11 月・平成 28 年 11 月・平成 29 年 1 月の 3 回
・保育者に対する質問紙による調査（平成 29 年 4 月～ 6 月）
・園長及び主任に対する面接調査（平成 29 年 5 月）
　これらの研究方法から、概ね 0.1.2 歳児による劇遊びからみる保育者の質の向上の
可能性を考察する。




























として、平成 27 年度の発表では、20 回以上も書き直しをしている (2 歳児クラス )。こ
のことは、保育者自身が子どもの興味・関心が認められるまで妥協を許さない心意気





































































































































































　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針では 1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるね
らいの充実が図られ、0.1.2 歳の乳児、幼児期の質の高い保育を行うよう求められた。



































































資料 1　平成 30 年改定保育所保育指針より一部抜粋
１　保育所保育に関する基本原理
(1) 保育所の役割

































































　2．行っていない（       ）
　
B　音楽劇を行うクラスはどのクラスですか？＜今までの経験クラスを含む　複数回答可＞
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2．ない
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A Study on a Musical Play in Japanese Early Childhood 
Education and Care (1)
— A Study on the Possibility of Caregiver Quality Improvement  
by Introducing Musical Play in a Nursery School —
Hiromi ADACHI
The…current…study…discusses… the…possibility…of…“caregiver quality improvement” within the 
context…of…a…musical…play…at…a…nursery…school.…“Caregiver…quality… improvement”…describes…
how…caregivers…face…children,…what…they…are…concerned…about,…how…they…respect…the…children’s 
independence, and what kind of qualitative change is seen, through musical plays. Musical 
plays…were…carried…out…through…the…year…at…a…research-collaborated…school.…Since…the…day…the…
musical…play…was…presented…was…not…regarded…as…the…final…public…performance,…musical…plays…
were carried out with an emphasis on the children’s independence, without setting a time limit. 
Lines and music were devised with details provided up to the last minute, so the difficulty the 
caregivers felt every day while interacting with the development of the minds of the children 
was…observed.…However,…in…the…course…of…creating…a…musical…play,…teaching…staff,…including…the…
principal,…were…always…careful… to…share… the…difficulties…and…emotions…felt…by… the…caregivers,…
to draw near to the hearts of the caregivers, and encourage them. In the course of creating a 
musical…play,…by…supporting…each…other…as…a…team…qualitative…change…was…observed…on…the…part…
of…caregivers,…both… in… the…conceptualization…of…care,…and…toward…the…children…themselves.… It…
is… these…kinds…of…double…“collaborative…creations,” and the continuation of such innovations, 
that…can…lead…to…improving…the…overall…quality…of…caregivers,…as…well…as…enabling…them…to…accept…
children as they are. Such qualitative changes can help caregivers provide a higher quality of 
care that respects children’s independence.
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日本人学生の老化と高齢者に対する態度
―老化への不安と自己効力感との関連―
富 岡　比 呂 子
要約

















る。高齢者（Older Adults）の定義は，65 歳以上であり（WHO, 2017），現代のわが
国における高齢者の人口は 3186 万人（平成 25 年 9 月 15 日推計）で，総人口に占め
る割合は 25.0％となり，人口，割合共に過去最高となった。男女別にみると，男性
は 1369 万人（男性人口の 22.1％），女性は 1818 万人（女性人口の 27.8％）と，女性
が男性より 449 万人多い。高齢者人口の総人口に占める割合は，昭和 60 年に 10％を
超え，20 年後の平成 17 年には 20％を超え，その 8 年後の平成 25 年に 25.0％となり，
初めて 4 人に 1 人が高齢者となった。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると，
















































































関する知識を問う設問で全 14 問（うち，4 問が一部自由記述式）
②縦型／横型―個人主義／集団主義尺度 (Triandis & Gelfland, 1998）.
縦型個人主義・横型個人主義・縦型集団主義・横型集団主義から各 4 問で合計 16 問。
③高齢者に対する態度・認知 (Kogan, 1961）
高齢者の住居，行動様式，生活習慣，能力，性格的特徴についての認知・イメージ
を問う設問で，肯定的意識・否定的意識が各 17 問で合計 34 問。




















１年 ２年 ３年 ４年 その他
性別 男子 104 18 9 4 4 139
女子 167 27 13 7 4 218



















































24 (6.6%) 77 (21.1%) 69 (18.9)% 112 (30.7%) 81 (22.2%)
問5 あなたの考えでは , 何歳から「高齢」になると思いますか。
65 歳 60 歳 70 歳 75 歳 80 歳 55 歳
118 (32.4％) 104 (28.6%) 98 (26.9%) 12 (3.3%) 9 (2.5%) 7 (1.9%)
問6 将来の職種として , 高齢者と働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない
27 (7.4%) 165 (45.2%) 52 (14.2%) 120 (32.9%)
問7 将来の職種として , 子どもと働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない























ポジティブ ネガティブ ニュー トラル （どちらでもない）













ポジティブ ネガティブ ニュー トラル （どちらでもない）















































は，高い順に 65 歳（32.4％），60 歳（28.6％），70 歳（26.9％），75 歳（3.3％）となり，
WHO や厚生労働省における「65 歳以上」としている割合が回答者の約 3 分の 1 とな
り，逆にそれより若い「60 歳」「55 歳」（1.9％）としている割合が 3 分の 1，65 歳よ
























































　次の設問は，老人学に関する内容の授業の履修経験を問うもの（問 12 － 1：今ま
でに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか）となって















































（F(1，355)=2.67， p<.01），自尊感情（F(1，355)=2.93， p< .01）が男子が女子よりも
因子名 性差 （ｔ/p値） 学年差 全体 男子 女子
















2.69（.021*) 1 年 > その他 , 
2 年 > その他 , 3 年 > その他 , 











































因子名 1 年 2 年 3 年 4 年 その他   最高



































































































　「高齢者に対する態度・認知」は男子が 152.49 点，女子が 155.21 点と女子が若干高
いが，統計的に有意な差はなかった。「老化に対する不安」は男子が 42.71 点，女子






　学年の主効果については，「縦型集団主義」（F(1, 352)=2.69， p< .05）のみ学年に
よる有意な差が見られた。Tukey の HSD 法による多重比較をおこなうと，その他




























横型個人主義    .32** ―
縦型集団主義    .02 －.02 ―
横型集団主義    .08 －.08    .44** ―
高齢者に対する 
態度・認知 －.16** －.08    .27**    .25** ―
老化に対する不安    .14** －.04 －.16** －.26** －.42** ―
自尊感情    .10    .14*    .17**    .19**    .09 －.21** ―

















「何歳から高齢になるか」の設問については，65 歳，60 歳以下，70 歳以上と大きく
分けて回答パターンが 3 つに分かれていることが示された。高齢者との労働経験につ
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Part2：あなたの考えにあてはまる数字を 1～9 から選んで，空欄に記入してください。 
Part3：あなたの考えにあてはまる数字を 1～7 から選んで，空欄に記入してください。  
Part4：あなたの考えにあてはまる数字を 1～5 から選んで，空欄に記入してください。 





Part 1：基本情報 : あなた自身についてあてはまるものに〇をつけてください。 
 
●性別： 男性 女性   
●年齢：（     ）歳 
●学年： 1年  2年  3年  4年  5年生以上   その他（          ） 
●学部： 法・経済・経営・文・教育・理工・看護・国際教養   その他（        ） 
●兄弟の数（自分を含めず）： 0  1  2  3人以上 
●人種： 日本人  それ以外の国籍：（             ） 
 
1． あなたの幼少時，祖父母や他の高齢の親戚と共に生活していたことはありましたか。   
（はい・いいえ） 
2．幼少時に，どの程度祖父母や高齢の親戚と時間を共に過ごしましたか。 
（全く過ごさなかった  少し過ごした  まあまあ過ごした  時々過ごした  かなり頻繁に過ごした） 
3．成長した後で，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持っている） 
4．現在，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持ってい
る） 
5．あなたの考えでは，何歳から「高齢」になると思いますか。（     ）歳 
 
6．将来の職種として，高齢者と働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
7．将来の職種として，子どもと働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
8．あなたはどの程度宗教的（信心深い）ですか。 
（全く宗教的ではない 少しは宗教的である  ある程度は宗教的である  非常に宗教的である） 
9．今までに高齢者と働いた経験はありますか。   （はい・いいえ） 
  ※「はい」と答えた人は，どのような状況下でしたか。
（                          ） 







（                          ） 




（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
12．今までに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか。 
（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
  
13．あなたはどの程度人の老化のプロセスについて精通していますか。 
 （全く精通していない あまり精通していない どちらともいえない 少し精通している  非常に精通している） 
14．もし「老化と高齢者」という名前の授業があったら，履修したいと思いますか。 





       1        2       3       4       5       6       7       8       9     
 
例： １＝まったくあてはまらない  5 =どちらともいえない  9＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は何かあったとき，他人よりも，自分自身を頼る。 
2． (     ) 私にとって他の人よりも仕事がうまくできることは重要なことである。 
3． (     ) もし同僚（友人）が表彰されたら，それを誇りに思う。 
4． (     )  両親と子どもは，可能な限り一緒に住むべきである。 
5． (     )  私は自分自身の判断にほとんどを頼っている。めったに他人を頼ることはない。 
 
6． (     )「勝つこと」は私にとってすべてである。 
7． (     )  同僚（友人）の精神的健康は私にとって重要である。 
8． (     )  家族の世話をすることは，たとえ自分のやりたいことを犠牲にしてもするべき 
私の義務である。 
9． (     )  私はときどき他人がどう思おうと，自分の好きなことをする。 
10．(     ) 競争は，自然の法則である。 
 
11．(     )  私にとって，人と一緒に時間を過ごすことは喜びである。 
12．(     )  家族は，たとえどんな犠牲が払われようとも，一緒にいるべきである。 
13．(     )  私の個人的なアイデンティティは，「他者から自立していること」であり， 
それは自分にとってとても重要なことである。 
14．(     )  他の人が自分よりもうまく物事をなし遂げると，緊張したり興奮する。 
15．(     )  他の人と協力できることは自分にとって気持ちが良いことである。 
 








Part 3 ：高齢者に対するあなたの考えに当てはまる数字を１～７から選んで記入してください。 
 
          1        2       3       4       5       6       7          
 
例： １＝まったくあてはまらない  ４=どちらともいえない  ７＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 高齢者は（高齢者用の）特別な住居に住むべきである。 
2． (     ) 高齢者は若い人々とも一緒に住むべきである。 
3． (     ) 高齢者は（自分たちとは）異なる人である。 
4． (     ) 高齢者は他の人と違うところはどこもない。 
5． (     ) 高齢者は自分を変えることはできない。 
 
6． (     ) 高齢者は新しく適応するために自身を変えることができる。 
7． (     ) 高齢者は年金生活者になったら，退職する。 
8． (     ) 高齢者はできるだけ長く働くことを好む。 
9． (     ) 高齢者は粗末な家に住む。 
10．(     ) 高齢者は清潔で，魅力的な家に住む。 
 
11．(     ) 賢明さは年齢とともに向上しない。 
12．(     ) 高齢者は年齢とともに賢くなる。 
13．(     ) 高齢者は社会に対して影響を与えすぎである。 
14．(     ) 高齢者は社会においてより影響力をもつべきである。 
15．(     ) 高齢者は他の人をしらけさせる。 
 
16．(     ) 高齢者は他の人をリラックスさせる。 
17．(     ) 高齢者の話は周りをうんざりさせる。 
18．(     ) 高齢者が過去の話をするのは良いことである。 
19．(     ) 高齢者は人の私事を詮索しようとする。 
20．(     ) 高齢者は彼ら自身の仕事に注意を払う。 
 
21．(     ) 高齢者はイライラさせるような失敗をおかす。 
22．(     ) 高齢者は若者と同じ失敗をおかす。 
23．(     ) 高齢者は近隣住民に悪影響を与える。 
24．(     ) 近隣住民が高齢者と交流することは素晴らしい。 
25．(     ) 高齢者はみんな似かよっている。 
 
26．(     ) 高齢者はみんな違っている。 
27．(     ) 高齢者はだらしない。 
28．(     ) 高齢者は清潔できちんとしている。 
29．(     ) 高齢者は怒りっぽく，不平が多く，不愉快にしている。 
30．(     ) 高齢者は快活で，感じがよく，陽気である。 
 
31．(     ) 高齢者は若者について不満を言う。 
32．(     ) 高齢者はほとんど若者に対する不満を言わない。 
33．(     ) 高齢者は過度の愛情を求める。 





Part 4 ：高齢者や高齢になることについて，あなたの考えに当てはまる数字を１～5 
から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は高齢者といることを楽しむ。 
2． (     ) 高齢者と話すのは楽しいことではない。 
3． (     ) 高齢者といることは快適に感じられない。 
4． (     ) 高齢になると満足感を得ることが非常に難しくなるであろうことを恐れている。 
5． (     ) 高齢になったときに人生に満足することは期待していない。 
 
6． (     ) 高齢になったとしても自分のやりたい大抵のことはできると信じている。 
7． (     ) 高齢になることを想像しても何の心配もない。 
8． (     ) 老化することを少しも恐れていない。 
9． (     ) 鏡を見て白髪を発見する日のことを恐れている。 
10. (     ) 高齢になって，自分の友人が皆亡くなってしまうことを恐れている。 
 
11. (     ) 高齢になったら，人々が自分を無視するのではないかと心配している。 
12. (     ) 高齢になったとき，人生に意味が見い出せなくなることを恐れている。 
13. (     ) 両親が年老いたときの健康と彼らの世話について心配している。 
14. (     ) 私の両親は高齢になってもきちんと世話をしてもらえるだろう。 
15. (     ) 高齢の両親の世話をすることが，私にとって非常に耐えがたいことに 
なるであろうことを恐れている。 
 
Part 5：あなたにあてはまる数字を１～5 から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 全般的に，私は自分自身にはいろいろな良いところがあると思う。 
2． (     ) 全般的に，私は自分に自信がない。 
3． (     ) 全般的に，私は自分自身をとても受け入れている。 
4． (     ) 私はたいていのことが他の人と同じようにできる。 
5． (     ) 私は自分自身に肯定的な（前向きな）姿勢を持っている。 
 
6． (     ) 何か問題に直面しても，大抵の場合いくつかの解決法を見つけることができる。 
7． (     ) もし一生懸命に努力すれば，困難な課題も乗り越えることができる。 
8． (     ) ベストを尽くして，たとえ失敗したとしても，そこから立ち直ることができる。 
9． (     ) 困難に陥ったときにも，元気でいることができる。 







Attitude towards Aging and Older Adults  
among Japanese College Students




college… students.… In… addition,… horizontal/vertical–individualism/collectivism… scale,… attitudes…
toward…old…people…scale,…the…aging…anxiety…scale,…self-esteem…scale,…and…self-efficacy…scale…were…
administered. With regard to gender difference, male students showed statistically higher scores 
on “Vertical Individualism,” “Horizontal Individualism,” and “Self-Esteem.” On the other hand, 
female students showed statistically higher scores on “Horizontal…Collectivism.”  There were 
negative… correlations… between… “Aging…Anxiety” and “(Positive)…Attitude… toward…Old… People,” 
“Self-Esteem,” and “Self-Efficacy.”…There…were…positive…correlations…between…“Attitude toward 
Old People” and “Self-Efficacy,” “Vertical…Collectivism,” and “Horizontal…Collectivism.” That 
implies having a dominant cultural orientation in the relevant society would affect the positive 




























































































































　本実践は 2016 年 2 月に 4 回行われた。東京都内の A 小学校第 6 学年の 1 学級で





ト型 CSCL システムである「XingBoard（略称 : XB，図 1 ～ 3）」（鈴木ほか 2014）
を用いている。XB では，複数台（基本構成は，縦 2 台×横 2 台からなる 4 台）のタ















前述の段階 1 ～ 4 を，次の第 1 ～ 3 段階として再編成している。なお，グループは基






グループ（4 人 1 組）で XB の画面を突き合わせて，全員のアイディアを共有する。
話し合いながら整理したり，新たなアイディアを出して，グループとしてのアイ
図 2 グループ検討終了後の XB 画面（分配後）（舟生ほか 2016 より引用）

















各回のテーマとエピソードの概要を以下に示す。なお，図 1 ～ 4 は第 4 回の実践にお
けるあるグループの成果物を示している。
図 3 個人での再構築後の XB 画面（舟生ほか 2016 より引用）
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Design of Cross-curriculum Learning Activities  
to Realize the Goal of the Period for Integrated Studies  
in Elementary School:
Promotion of Active, Interactive and Deep Learning  
through Based on the Learning through Transition  
between Personal and Collective Activities
Hideo FUNAOI
Abstruct
This paper shows that it is necessary to make learners to make active, interactive and deep 
learning in order to achieve the goal of the Period for Integrated Studies in elementary school, 
and… that… it… is…effective… for…deep… learning… in…discussion…activities… to…design… them…based…on… the…
learning… through… transition… between… personal… and… collective… activities.… Then,… educational…
practices…by…Sato…are…explained…as…a…case…of…such…design…and…supporting…system…and…outcome…of…
learning activity in the practices.
Many… students… have… experienced… creating… knowledge… structure… through… collaboration… by…
refining and reconstructing. However, only some of them could rethink and understand deeply 
by…themselves.…Therefore,…practical…and…experiential…learning…are…necessary…to…instruct…a…student…
in…teacher…training…course.…It…may…be…effective…for…such…students…to…experience…Sato’s practices 
and consider its effect for pupils, points of attention in instruction, and so on.

－ 93 －
創価大学教育学論集　第 69 号：清水　pp. 93 ～ 107
幼稚園教諭養成課程の教育実習指導に関する研究
―教育実習事前講義・演習における一斉指導に着目して―




を目的とした研究である。平成 29 年までの 3 年間における実習講義を受講した学生
の、幼稚園での経験についての実態を分析し、実習事前講義・演習における一斉活動






































































(1) 対象－平成 26 年 3 月から平成 29 年 4 月までの創価大学通信教育部における幼稚







2．平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習における取り組みから学生の学びにつ
いてとらえる。
























表 1      （受講者数 78 名　回答―78 名）



















1 ～ 2 つ 32 41％
3 種～ 10 種 39 50％























































2．平成 29 年 4 月における実習事前指導における取り組みと、学生の学びについてと
らえる。
　学生の面接シートからの分析や指導案添削からの傾向を踏まえ、平成 29 年 4 月の
実習事前講義・演習においては、内容を変更したり、増やしたりして実践を試みた。
　
(1) 平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習の取り組み
　1) 対　象 ― 20 代から 60 代までの学生、25 名
　2) 授業数 ― 2 日間・6 コマ
　3) 実習事前講義の内容




















































































































 表 2  　（受講者 25 名、回答－25 名　回答は複数選択可）




























































































































































































A Study on Practical Training in a Kindergarten  
Teacher-training Course
— Focusing on Group Teaching Practice in a Pre-service  
Practical Teacher Training —
Yurika SHIMIZU
This study focused on a pre-service practical teacher-training course at a correspondence 
education department; specifically, it focused on group activities’ instruction in practical 
kindergarten teaching. The aim of the study is to implement a form of practical teacher 
training…that…deepens…both…individual…and…group…student…learning.…Students…attended…the…course…
for… three…years,… finishing… in…2017.… I…analyzed… the…experiences… the…students…accumulated… in…
kindergarten…teaching…practice…to…find…out…what…they…learned…about…group…activities…through…the…
course. I also made certain innovations in the pre-service practical instruction in April 2017 
with…respect…to…content…and…method.…Consequently,… the…students…gained…knowledge…on…several…
learning…outcomes…regarding…group…activities,…including…the…following:
・ The students realized the importance of preparing a teaching plan.
・ The…students… learned… the… importance…of…preparing…for… the…class…beforehand,… including…
clarifying… the… objectives… of… the… activities,… thinking… about… the… kind…of…words… and…
expressions…to…use…with…the…children,…and…considering…which…learning…materials…to…use.
・ The students clearly ascertained their personal challenges with respect to group activities.
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保育内容「人間関係」の指導法に関する一考察
―幼児期の人間関係の形成に着目した事例の検討を通して―



















　幼児の人間関係については、幼稚園教育要領 1989 年の改訂で 6 領域から子どもの
発達の側面から 5 領域に再編された時に領域「人間関係」が設けられた。幼児期の人
間関係に焦点を当てたのは、人間関係が幼児期の発達にとって極めて重要な視座を与















































































ぞれ 3 学級ずつの合計 287 名とその保育者。保育者は全学級で、担任が 1 名、副担任
1 名であった。
2)　観察期間



















事例 1　2016 年 4 月 26 日
　S 子が油粘土でお団子を作っている。その姿を遅れて登園してきた N 子、Y
子が眺めている。その様子をみた保育者が「N 子ちゃんと Y 子ちゃんもお団子









事例 2　2016 年 6 月 27 日
　H 男が I 男に近づいて「何見てるの？」とそばに来る。I 男は「かたつむりの
赤ちゃん生まれたよ」と嬉しそうな様子である。二人は、「小さいね」「動いてい
るね」と言って興味津々である。そのことを 2 人で保育者に報告しにいくと、保
育者はとても感動した様子で「H 男くんと I 男くんが見つけてくれたの？」と聞







事例 3　2016 年 7 月 12 日
　Y 男がジョーロを持って花壇に水をあげている。その様子を見た J 男が自分も
水をあげたいと Y 男のもとにいき、ジョーロを取ろうとすると Y 男の持ってい
たジョーロが顔に当たる。J 男は「ぶったー」と言って泣いている。Y 男も「こ
のひと、水かけた」と泣いている。保育者は Y 男と J 男が落ち着くように、二
人をそれぞれ抱擁したあと、J 男のおでこをさすりながら J 男の悲しい思いを受





事例 4　2016 年 9 月 16 日
　W 男が、運動会の練習で帽子を被ることを保育者から促されると、「黒色の帽
子がいい」と言う。O 子は、「うちのクラスは黄色だよ」と言って帽子を渡そう





















事例 6　2016 年 3 月 9 日
















子と N 子と Y 子のそれぞれの遊びをつなげる役割を果たしていた点が重要であろう。
　事例 2 では、かたつむりの赤ちゃんを通して感動を共有する姿が観察された。保育


























事例 7　2016 年 5 月 13 日










事例 8　2016 年 6 月 17 日
　ブーメランを作りたいという T 男が、「セロテープを貸して」と U 男に言うと
U 男が「いいよ」と言ってセロテープを貸す。T 男は、保育者に対して「U く
んすごくいい人、すぐに貸してくれた。僕だったら後でねっていう」と感謝して
いる様子が見られた。保育者はこの U 男のかかわりと T 男がそう感じたこと嬉







事例 9　2016 年 9 月 15 日
　A 子から「今日は一緒に遊ばない」と言われて E 子は落ち込んでいる様子が
見られる。他の子と遊んでいる B 子は A 子に「そんなこと言ったら E 子がかわ
いそうだよ」と言われ、A 子は泣き出してしまった。そこで保育者は、B 子と近








事例 10　2016 年 11 月 11 日
　J 男の泣き声が聞こえたので M 子はホールに行き、「どうしたの」と言いなが












事例 11　2016 年 1 月 13 日
　L 子が積み木遊びをしている P 子に「いれてー」と言うと、P 子が「だめ」と
言う。L 子が「じゃあとなりに同じもの作ろうかな」といって作り始める。する
と P 子が「つなげよう」といって別々に作った積み木をつなげる。L 子は「すご
いのができたね」と喜んでいる。そこに C 男がつなげた積み木を壊してしまっ
た。積み木を壊された L 子が大泣きして、保育者に向かって「また、C 男に壊
された」と言うと、保育者が「今度はがっちりとした丈夫な壊れないものを作ろ






事例 12　2016 年 3 月 6 日
　R 男が「サッカーやろう」と O 男、Q 男、V 男に誘うと、4 人が集まってきた。
そこに Q 男が「先生も一緒にやろう」と誘う。そこで保育者は、「G 男くんも一
緒にいいかしら？」と聞くと、皆が「いいよ」と言ってくれた。一緒に遊んでい



















　事例 9 では、A 子から「一緒に遊ばない」と拒否されて悲しむ E 子とその E 子に




























事例 13　2016 年 5 月 18 日
　A 男が、ドッジボールをやろうと B 男、C 男、D 男、E 男を誘い、仲間に加
わるが、F 男が加わりたそうにじっと見ている様子を見た保育者が、「F 男くん
もやってみたそうだけど、ドッジボールってどういうルールだっけ？」と聞くと、
A 男が F 男に細かくルールを教え、一緒に近くで励まし、当てられたときに外







事例 14　2016 年 7 月 5 日
　転入児の K 男がプール活動の際に水に慣れていないのを見て、H 男は、だまっ
て手を差し伸べた。すると K 男もだまって手を差し出し H 男に体をあずけたと
ころ、ふわっと水に浮いた。それを見た保育者が「H 男くん、教え方うまいね」







事例 15　2016 年 9 月 15 日
　Y 子は、誕生日のお祝いのバッチをつけている U 子を見て「おめでとう」と
言う。U 子は嬉しそうに「ありがとう」と言いながら「Y 子がお祝いしてくれ









事例 16　2016 年 11 月 28 日
　T 子と J 子が製作で折り紙をしている。T 子が上手に折れずに失敗している










事例 17　2016 年 2 月 16 日
　Q 子は、Z 男から「ばか、ばか」と言われ泣き止まない。Z 男は「謝りなよ」
と周りの友だちから言われ、黙っている。30 分ほど周りの友だちに慰めてもら
い「もういいよ」と言う。しばらくして Z 男は「遊んでいるとき謝ってきた」

















うに介入して、A 男が F 男の立場や視点に立って尊重するかかわりを引き出した。
ルールのある遊びの中で、F 男は自分を受け入れてもらい、楽しく遊ぶ中で人間関係
が形成することができた。








































が、本研究の事例の独自性は、4 歳児の事例 11 で見られたように、保育者のかかわ
りでいつも同じかかわりをするのではなく、一人ひとりの個性に応じて「受容する」
だけでなく、幼児の遊びをさらに発展させる、日々の援助と違ったかかわりがあるこ

































　Gifb (1978) は好ましい集団全体の雰囲気を支持的風土 (Supportive climate) とし、
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A Study of Pedagogy of “Human Relationship” 
in the Early Childhood Care and Education Setting
— Case Studies of Formation of Human Relations  
among Young Children —
Masatoshi KISHI   Daiki TODA   Yukiko ARAKI
The…study…explored… the…processes…of…development…of…human…relationship…among…young…
children from their entry period to graduation time at kindergarten.  We, the researchers of the 
study, employed the case studies to depict and analyzed the ways of the children to develop 
their human relationship, and pedagogy of teachers. In terms of interpretation of the children’s 
actions,…we…focused…them…from…three…perspectives;…1)…peer…relationship…emerged…among…the…
children,…2)…characteristics…of…development…of…human…relationship,…and…3)…interactions…between…




for promoting the children’s human relationship, creating an environment with supportive 
atmosphere was considered as important.
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夏目　漱石「夢十夜」
―第三夜解釈の試み―


























































































































































































































































































































































































































































An Interpretation of The Third Night of Ten Nights  
of Dreams by Soseki Natume




shown here that it also has a creative aspect, that is, the integration of conflicts which is 
symbolized…as…Self.
Self…is…dynamic…complex,…which…is…hard…to…define…and…creates…many…conflicts,…but…it…can…be…
the motive for integration as well. In analytic psychology, this complicated process is called 
individuation.…In…“The…Light…and…The…Dark”,…the…last…novel…by…Natume,…we…can…see…a…certain…
maturing of personality that can lead to acceptance of others, which is very close to process of 
individuation that happens under the influence of Self.




Offers us a new perspective to understand schizophrenia as a mental reaction of those who 
are…inevitably…expose…to…fundamental…conflicts…that…ordinary…cannot…be…noticed.
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セーリングによる体育教育の新展開
―野外教育の枠組みにおける Seamanship 教育の可能性―









































ング教育機関である American Sailing Association (ASA) と、カナダを中心にセーリ
ング教育を行う International Sail and Power Association (ISPA) の講習を受講した。





















































































































































































































































ン、5. メインテナンスと乗員の健康管理、にまとめられ、具体的な内容を表 2 の通り




に、世界最大のセーリング教育機関である American Sailing Association（以後 ASA




れている。入門編から上級編に向かって順に、#101 Basic Keelboat Sailing、#103 
Basic Coastal Cruising、#104 Bareboat Cruising、#105 Coastal Navigation、#106 
Advanced Coastal Cruising、#107 Celestial Navigation、#108 Offshore Passage 
Making と配置されている。船室を備え長距離の航海を目指すセールボート (Keelboat) 
に関する講習としては、#108 Offshore Passage Making コースが最上級となる。こ
の中では、#105 Coastal Navigation と #107 Celestial Navigation のコースが理論と
ナビゲーションの実技を中心とするものであり、他のコースは、理論と海上での操船
や航海が並列する講習であった。
　ASA ではその他に、#110 Basic Small Boat Sailing、#113 Trailerable Multihull 
Sailing、#114 Cruising Catamaran Sailing の Sailing 講習と、#117 Basic Celestial 
Endorsement、#118 Docking Endorsement、#119 Marine Weather Endorsement、
#120 Radar Endorsement の Endorsement コースを開講している。さらに、各講習
を担当するインストラクターを認定するコースと、インストラクターの認定講習を担








　本研究にあたり、筆者は 2013 年 3 月に #118 Docking Endorsement と #101 Basic 
Keelboat Sailing の 認 定 を 受 け て 以 来、2015 年 6 月 に #107 Celestial Navigation 
コースを修了するまで、日本国内の教育機関（青木ヨットスクール）で講習を受け
た。また、2014 年 10 月に #201 Basic Keelboat Sailing Instructor コースを修了して
インストラクターの認定を受け、北中米講習から帰国後 2017 年 7 月に #119 Marine 
Weather Endorsement コースを修了した。それぞれのコースは大半が 2 日間から 4
日間の講習であったが、#107 Celestial Navigation（天文航法）のコースは、ひと月
に 2 回ずつ 7 ヶ月間にわたる長期講習であった。
　
5．シーマンシップの指導法（米国）
　2015 年 9 月より 12 月まで米国、カリフォルニア州に滞在し、現地で ASA のコー
スを受講した。その準備として、日本国内のセーリング教育の第一人者である青木 
洋（名古屋市立大学特任教授・ASA Instructor Evaluator）に研究への協力を依頼
し、青木を通して ASA の Executive Director の Charlie Nobles、Director の Bob 
Diamond、Instructor Evaluator の Craig Walker、同 Mary Swift-Swan に研究への
協力を依頼した。
　青木および Nobles により、ASA の指導プログラムに準拠した教育実績の豊富な
講習校として、米国の Spinnaker Sailing (Redwood City)、 Tradewinds Sailing School 
＆ Club (Richmond)、Afterguard Sailing Academy (Oakland) が推薦され、これらの
3 校を訪問した。Spinnaker Sailing では、ASA プログラムの #101 Basic Keelboat 
Sailing コースを 9 日間と #103 Basic Coastal Cruising コースを 12 日間、それぞれ理
論講習とセーリング実習の現場で、指導法に関する資料を収集した。離着岸、落水救
助、荒天対策、トラブル・故障対策、衝突回避、救難無線、航路標識、セーリング、
アンカリング、航海計画などが、その主な内容であった 28) 29)。また、Team Building 
コースを 2 日間、Docking Training コースを 1 日間、スクール艇の安全チェック・
メインテナンスを 2 日間、スクールの運営管理を 1 日間取材し、将来、ASA の公認
インストラクターに質問紙調査を行うための質問項目の選定と、その英訳についての
図 3 ASA の主な講習配置 (ASA OFFCIAL CERTIFICATION LOG BOOK 27）より作成 )
Instructor Evaluator
#207 Celestial Navigation Instructor
#208 Offshore Passage Making Instructor
Instructor Certifications
#201 Basic Keelboat Sailing Instructor
#203 Basic Coastal Cruising Instructor
#204 Bareboat Cruising Instructor
#205 Coastal Navigation Instructor
#206 Advanced Coastal Cruising Instructor
Student Endorsements
#117 Basic Celestial Endorsement
Student Certifications
#119 Marine Weather Endorsement
#110 Basic Small Boat Sailing
#113 Trailerable Multihull Sailing
#114 Cruising Catamaran Sailing
#105 Coastal Navigation
#107 Celestial Navigation
#108 Offshore Passage Making
#118 Docking Endorsement
#120 Radar Endorsement
#101 Basic Keelboat Sailing
#103 Basic Coastal Cruising
#104 Bareboat Cruising





　Tradewinds Sailing School & Club では、ASA 認定のトレーニング艇の視察
を行い、#108 Offshore Passage Making コースを受講した。受講の前後に、US 
Coastguard Licensed Master の Craig Walker、Instructor の Karen Walker と青木
に、長距離外洋航海の指導法について助言を受けた。Afterguard Sailing Academy 
では、Instructor Evaluator の Mary Swift-Swan に、ASA 講習の実施状況と、荒天
を乗り切るセーリング方法について助言を受けた。さらに ASA の本部に Executive 




　2015 年 12 月より 2016 年 3 月までカナダ、ブリティッシュコロンビア州に滞在
し、現地で ISPA のコースを受講した。はじめに Director の Robert Sendoh を訪ね、
ISPA の存在意義と位置付けを確認した。その内容は、ASA の教育システムとプロ
グラムを見直し、ASA の問題点を改善するために ISPA のプログラムがつくられた
こと。そして、世界で最も進んだ教育内容と指導理念で教育を行っているということ
であった。その実際の指導法を知るため、ISPA の本拠地である Wind Valley Sailing 
School (Vancouver) において、冬季に受講可能なすべての活動に参加した。セーリン
グ教育の歴史と全人教育における役割りについて 4 日間、出港準備と艇体メインテナ
ンスについて 4 日間、それぞれ Sendoh に同行し講義を受け資料を収集した。
　また、キューバ、シエンフェゴス (Cienfuegos) を基点とする 46ft カタマラン（双
胴船）による ISPA Cruise and Learn コースを 8 日間、バンクーバーを基点とする
37ft モノハル（単胴船）による同コースを 7 日間受講した30)。これらのプログラム
は、ISPA の Competent Crew Sail、Day Skipper Sail、Coastal Navigation、Coastal 
Skipper Advanced Sail コースの内容を含み、航海計画、ナビゲーション、アンカリ
ング、離着岸、等について指導が行われた31) 32) 33) 34)。講習修了後には受講者間で討論
を行い、ASA と ISPA の指導法の違いについての意見交換を行った。
　





























































































































































































































氏、Melinda Diamond 氏、Charlie Nobles 氏、Craig Walker 氏、Karen Walker 氏、




　そして、温かい励ましと貴重なご助言をいただいた Hossein Lohrasebi 氏、
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セーリングによる体育教育の新展開
New Development of Physical Education  
by Means of Sailing
— Possibility of Seamanship Education within the Framework  
for Outdoor Education —
Hideaki KUBOTA
Physical activities are known as improving physical strength and developing the information-
processing…capability…of…human…species.…Accordingly,…Sport…Education…and…Physical…Education…
considerably… contribute… to… physical… and… psychological… development… as… well… as… enhancement…
and maintaining of health; however, learners might hate playing sports if they were forced to 
be… under… an… inappropriate… competitive… environment.…Therefore,… it… is…worth… that… introduces… a…
perspective…of…Outdoor…Education…of…which…experiences… immediately…function…even… in…a…case…




on a cruise-teaching which does through Safe Education and enhances survival skills on sailing 
boats.
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特別活動の変遷と教師の役割への一考察
―新学習指導要領における教師の適切な指導について―













































































以上が必修科目として、年間に 70 ～ 140 時間、週に 2 ～ 4 時間が決められた。中学
校では、選択科目として、年間 35 ～ 140 時間、週に 1 ～ 4 時間とされた。
　
表 1　戦後における特別活動の名称の変遷
　 学習指導要領等 小学校 中学校 高等学校
1947（昭和 22）年 学習指導要領（試案） 自由研究 自由研究 　
1948（昭和 23）年 学習指導要領（試案） 　 　 自由研究
1949（昭和 24）年 中・高校への通達 　 特別教育活動 特別教育活動
1951（昭和 26）年 第 1 次改訂（試案） 教科以外の活動 特別教育活動 特別教育活動
1955（昭和 30）年 第 2 次改訂（高） 　 　 特別教育活動
1958（昭和 33）年 第 2 次改訂（小・中） 特別教育活動 特別教育活動 　
1960（昭和 35）年 第 2 次改訂（高） 　 　 特別教育活動
1968（昭和 43）年 第 3 次改訂（小） 特別活動 　 　
1969（昭和 44）年 第 3 次改訂（中） 　 特別活動 　
1970（昭和 45）年 第 3 次改訂（高） 　 　 各教科以外の教育活動
1977（昭和 52）年 第 4 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　
1978（昭和 53）年 第 4 次改訂（高） 　 　 特別活動
1989（平成元）年 第 5 次（小中）第 5 次（高） 特別活動 特別活動 特別活動
1998（平成 10）年 第 6 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　
1999（平成 11）年 第 6 次改訂（高） 　 　 特別活動
2008（昭和 20）年 第 7 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　








































































































































　教科 7 8 9
必修科目
国　　語 175 (5) 175 (5) 175 (5)
習　　字 35 (1) 35 (1)
社　　会 175 (5) 140 (4) 140 (4)
国　　史 35 (1) 70 (2)
数　　学 140 (4) 140 (4) 140 (4)
理　　科 140 (4) 140 (4) 140 (4)
音　　楽 70 (2) 70 (2) 70 (2)
図画工作 70 (2) 70 (2) 70 (2)
体　　育 105 (3) 105 (3) 105 (3)
職　　業 140 (4) 140 (4) 140 (4)
（農業，商業，水産，工業，家庭）
必修科目計 1050 (30) 1050 (30) 1050 (30)
選択科目
外 国 語 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
習　　字 　35 (1)
職　　業 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
自由研究 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)










③ 1951（昭和 26）年　学習指導要領第 1 次改訂（試案）




















































⑥ 1977（昭和 52）年　学習指導要領第 4 次改訂
































































3．新学習指導要領（2017 年 3 月公示）における特別活動の改訂のポイント
　学習指導要領は、およそ 10 年ごとに改訂され、今回、第 8 次改訂が行われる。改
訂の予定は、幼稚園は平成 30 年度から、小学校は平成 32 年度から、中学校は平成
33 年度から、新たな学習指導要領等に基づき全面実施される。高等学校では、平成
30 年度に改訂を行い、平成 34 年度から実施される予定である。改訂に当たっては、
児童生徒の実態や状況に応じて社会の変化に対応できる資質を育成するように目指す
方向性が示されている。改訂に先立ち、2016（平成 28）年 12 月 21 日に中央教育審
議会による「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」が発表され、新学習指導要領は 2017（平






































　（2008 年 3 月　文部科学省）
　　新学習指導要領における特別活動の目標　
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4 # 7 5
10 31 # # #
# 22 23 #
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図 2　Ｙ - Ｐアセスメントシート
　　　個人プロフィール
 㻝ᖺ㻭⤌ No. 2 䛊Ặྡ䛋 䛊ᛶู䛋
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2　広岡義之編著「新しい特別活動」（2015）第 1 章 2「特別活動の歴史的変遷」（広
岡義之）
3　北村文夫編著「特別活動」（2011）第 2 章第 5 節「特別活動の変遷」（福本みち
よ）
4　磯島秀樹「特別活動のあり方についての一考察」（2014）



























































Study Transition of Special Activities  
and Role of Teachers
Appropriate Teaching by Teacher in New Curriculum Guidance  
for Defining Basic Standard for Education
Sanae TAKAHASHI, Haruo MAGARI
A Study on the Transition of Special Activities and the Role of Teachers
Special activities are considered as an area of educational curriculum in the area of learning 
guidance,…but…as…a…wide…range…of…activities…in…school…life,…it…has…a…profound…influence…on…human…
formation of students.
Special activities are to promote the independence and spontaneity of the student through 
collective…activities…such…as…discussion…activities…and…collaborative…work…at…class…meetings…and…
events etc. and to understand and consider other people, human formation with others, as a 
group Nurturing consciousness and other social nature.
The… important… thing…among… them… is… the…spirit…of…cooperation…and…collaboration…among…
students, and the human relationship that supports it.
Until…now,…respect… for… the…subjectivity…of… the…students…and… teacher’s…guidance…have…been…
viewed…as…conflicting,…but… in… this… revision…of… the…guidance,…concretely…shows… the… teacher’s…
appropriate…guidance…has…been…done.
I would like to consider what is required as a role of the teacher while tracing the transition 
of special activities.
Among…them,…I…would…like…to…refer…to…the…teacher’s…proper…guidance…as…well…as…the…necessity…
of…clinical… involvement…that… the…teacher…clings…to…the…student…and…the…model…of… the…teacher’s…
reflective practitioner growing with the students.

－ 187 －














































































































の 既 習 と 関 連 づ け












































































































































の 既 習 と 関 連 づ け





































































































































































































































































































































































































問題  2.8 はどのような数でしょうか。 
 




































































































































にグループ編成したトリオ学習を行った。1 人目が説明したら、2 人目は 1 人目


























中央教育審議会教育課程部会 (2016). 『中央教育審議会答申』. 文部科学省 HP
溝上慎一 (2014). 『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』. 東信堂
松下佳代 (2015). 『ディープ・アクティブラーニング』. 勁草書房
杉江修治 (2011). 『協同学習入門：基本の理解と 51 の工夫』. ナカニシヤ出版
藤井斉亮、他 40 名 (2011). 『新しい算数』. 東京書籍









Study Guidance in Elementary Mathematics Aimed for 
Realizing “Self-directed, Interactive, and Deep Learning” (2)
Through an Effective Problem-based Learning Strategy Integrating Active Learning
Norio Suzuki
One of the main principles presented in the new government curriculum guideline coming 
into effect in 2020 is “self-directed, interactive, and deep learning,” which also is illustrated 
in… the…report…submitted…by…the…Central…Education…Council.…The…author,…by…receiving…support…
from…elementary…school…teachers,…conceptualized…an…instructional…strategy…which…enables…“self-
directed, interactive, and deep learning” in elementary mathematics. The author proposed total 
nine strategic points for pupils’ achieving “self-directed, interactive, and deep learning” In 
addition,…the…author…exemplified…a…three…grade…class…math…lesson…plan…dealing…with…decimal.
－ 197 －















































































育主任兼図工主任は 30 歳代前半、遊び方研究主任は 25 歳であった。私は、教頭、主
幹教諭と共に意図的に指導・支援を続けた。その結果、若手教員の成長が顕著に見ら
れるようになった。例えば、各分掌の便りが自主的に発行され続けた。研修便り 51






















願い、6 年生 4 クラス全員の絵画指導をしていただくことができた。講師料はライオ








　そこで、平成 24 年度、PTA 会長に相談して、PTA の予算から昨年と同額の講師




























































































































　学校評価を実施する時、以前は PDS（Plan､ Do､ See）サイクルが主流であり、そ















活安全局生活安全企画課、2017 年 3 月 23 日．（Web ページ、pdf）
2　「平成 27 年度『児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査』につい
て（確定値反映）」、p.113、文部科学省初等中等教育局児童生徒課、2017 年 2 月














Reforming Staff Consciousness  
by Principal’s Top Management
—A Study through School Management Enhancing Self-affirmation—
Hiromasa SAKURAI
I…believe… that… the…major…key… to…preventing…suicide…of…children,… stopping…bullying,…and…
encouraging healthy growth and development of children is in enhancing self-affirmation. 
While I was a principal, I continued various researches and practices thinking to conduct 
school management with this idea.
This…article… is…organized…as… a…paper…based…on…my… researches…and…practices…at…Kuroda…
Elementary…School… in…Fujinomiya…City,…my… third…school…as…a…principal.…Two…strategies…of…
enhancing…self-affirmation…are… introduced…under… the… title…“Reforming…Staff…Consciousness…
by…Principal’s…Top…Management…–…A…Study… through…School…Management…Enhancing…Self-
affirmation–…”.…The…first…is…‘Positioning self-affirmation as a clear goal of school management’. 
Second is ‘Reforming staff consciousness through energizing the school organization’.
As…for…the…first…point,…it…will…become…more…and…more…essential…to…reform…staff…consciousness…
coping with the change of the times. To realize this, I think it is important that the principal 
him/herself… reforms…his/her…own…consciousness,… since,…needless… to… say,… the…principal… is…
responsible…for…school…management…and…his/her…idea…and…mind…have…a…great…influence…on…the…
educational…activities…in…the…form…of…principal’s……‘school…management…policy’.
As for the second point, it is important that teachers develop and enhance their self-
affirmation,…since…I… think…that… the…best…and…biggest…educational…environment…for…children…is…
their… teachers…themselves.…I…have…a…strong…belief… that… teachers’ development directly leads to 
children’s development and that if teachers change, children will also change.
I…conducted… the… reform…of…consciousness… through… the… following… two…points.…That… is,… (1)…
selecting,… advising,… and… supporting…younger… teachers,… (2)… activating… the…motivation…of…
experienced…teachers.…The…activities…were…developed…and…evolved…into…practices…in…the…aspects…
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戦後の知的障害教育の変遷と創価教育学からの考察
～青鳥養護学校の教育とこれからの特別支援教育～


























































　日本国憲法では、国民の三大義務として教育を受けさせる義務（第 26 条第 2 項）、






保障体系（第 11 条～第 40 条）を備えたのが日本国憲法であり、終戦によりそれまで
の学校教育制度が崩壊したわが国においては、新憲法下での新たな学校制度の迅速な
構築は急務であった。それは、知的障害教育の整備も同様であった。
　更に、日本国憲法は、その第 14 条第 1 項において、「すべて国民は、法の下に平等
であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的または社












































































要な養護学校の整備を図ることとされた。この計画を前提に 1973（昭和 48）年 11 月、































































民（在職 1947 年 4 月－ 1950 年 3 月）である。1950（昭和 25）年に東京都に移管され、
－ 213 －
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生きと活動した。この活動は、移転作業の始まる 6 月から開校式が実施される 10 月
までの期間の単元として設定された。これが「バザー単元」として青鳥中学校が青鳥
養護学校となった 1957（昭和 32）年まで取り組まれた。16



































































































るとの認識へ変わっていった。そして、1964（昭和 39）年度の中学 3 年生の 2 月時






























































































































































































1 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所所：特別支援教育の基礎・基本 新訂版 
共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築，㈱ジアース教育新
社，2015 年 1 月，25 頁 .
2 学制百二十年史編集委員会：学制百二十年史 第一編近代教育制度の発足と拡充 第
一章近代教育制度の創始と整備 第六節特殊教育「特殊教育の整備」，文部科学省
ホームページ，2017 年 7 月 1 日，http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/
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戦後の知的障害教育の変遷と創価教育学からの考察
Transition of the Education for the Intellectually Disabled 
after World War II and Discussion from Soka Education
—Education of Seicho Special Support School and Special Needs 
Education in the Future—
Toshihisa YAMAUCHI, Yasunori KATO
Seicho…Special…Support…School…is…an…experimental…school…of…education…for…the…intellectually…
disabled…established… in…1947…before… the…system…of…“Yogo…school”…(school… for…handicapped…
children)…started… in…Japan.…Since… its… foundation,… it…has…been…a…central… school… in…charge…of…
secondary education in the special needs education.
In this article, we outline the major trends in the legislation from the end of WWII to 
the… implementation…of…compulsory…system…of…Yogo…schools… in…1974.…Then…we…look…back…on…
the history of the open admission of all applicants at Seicho Middle School and Seicho 
Yogo…School,… the…predecessors…of…Seicho…Special…School,…and…examine… the… transition…of… its…
philosophy and teaching methods. As a result, we feel certain that the tide toward inclusive 
education…as…well…as…its…legislation…has…always…lain…beneath…the…education…for…the…intellectually…
disabled…in…Japan…after…WWII.
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チーム学校による道徳教育の推進

































































































































































































均）は平成 26 年には 40 歳を超えていたのが 27 年に 39.7 歳となり、28 年にあっては
36 歳と急激に若返った。平成 28 年度の教員の年齢構成では、教員経験 5 年未満が 13

























































































































































































































































































ことがある」と答えた児童は平成 26 年には全校児童の 3 割を超えていたが、28 年で



















































































2　小川正人 (2016)『初等教育資料』2016 年 7 月、東洋館出版社、pp.8-11。
3　加藤崇英 (2016)『初等教育資料』2016 年 7 月、東洋館出版社、pp.16-19。





Enhancing Moral Education by School as a Team
Kenichi KURIMOTO, Kenichi ISHIMARU
Moral education is facing a lot of agenda now in Japan. In addition to the recognition that 
the…practice…of…moral…education…in…the…classroom…so…far…has…not…been…sufficiently…done,…moral…
education… is…expected… to…be… the…place… to…solve…modern…problems…such…as…bullying,…suicide…
and…so…on.…And,…in…order…to…solve…these…problems,…moral…education…has…been…determined…as…an…
official…subject…of…primary…education…and…will…be…fully…implemented…in…the…year…2018. We are 
forced to make a reform under such a time limit. Facing this situation, each school is making 
an…effort…to…improve…the…lessons…on…a…daily…basis.…However,…since…it…is…difficult…to…make…a…major…
progress…only…by…this…means,…now…we…must…ask…ourselves…what…should…be…carried…out… in… the…
framework of the school education activities as a whole.


























































































































































































































































































「いい音！」と A 児や B 児に聞かせる。「ほんと






































　次に A 児は、4 本の竹ひごをセロテープで止
め、上に竹ひごをつなげてモビールを作った。B
児も A 児と同じモビールを作る。
　E 児と F 児は紙をどんぐりに貼り付けて人形
を作っている。教師が、どんぐりに棒を通してか
ら首にしている C 児の人形作りの方法を紹介す
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Method of Teaching of the “Environment”






































教 育 学 論 集 　第69 号
2017 年 9 月 30 日 発行
編 集 者  創価大学教育学論集編集委員会
発 行 者  創価大学教育学部・教職大学院
 東京都八王子市丹木町 1 丁目236（〒192-8577）
 電話　042  (691)  9378





Soka University, 1-236 Tangi-machi,
Hachioji-shi, Tokyo 192-8577
No. 69 September 2017
